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1.緒言

現在，市場では様々な柔軟剤が市販されており，

多くの家庭で洗濯の際に柔軟剤が使用されている.

柔軟剤を使用することで布地は柔らかな風合いを得

ることができる反面，吸水性が低下するというデメ

リットがある.そこで本研究では，柔軟剤が水分特

性や表面特性と風合いにどのような影響を及ぼすの

かを調べることにした.

2.方 法

試料布はブロード，ニット(ゴム編み) .タオル

の3種類で，全て綿 100%のものを用いた.市販

の布地には糊や柔軟剤などの加工が施されているた

め，それぞれ前処理を行い試料布とした.

柔軟剤は柔軟成分の異なる 4種類(ハミング，ハ

ミングフレア，レノア，ボールド)を用いた.ボー

ノレドは柔軟剤入り洗剤である.洗濯・柔軟処理条件

は全自動洗濯機の標準コース，洗剤はアリエールプ

ラスを使用した.洗剤・柔軟剤共に使用量は指定の

目安とし，浴比 1 30. 温度は常温とした.

柔軟処理後. 1， 1 0回目の柔軟効果・風合いに

ついて吸水性，吸湿性，剛軟性，表面特性 (KES法)

の各試験を行った.官能評価では順位法を用い，被

験者は 21'"'"'22歳の女子大学 15名で，柔軟剤の

種類，処理回数による手触りの違いを『やわらかさ』

『なめらかさ~ w好み~ 3項目の評価を行った.

3.結果および考察

ハミングは4柔軟剤のうち最も吸湿性が低く，処

理を重ねることで、ブロードとニットにおいて吸水性

も低下した.ハミングフレアも処理を繰り返すこと

で高い柔軟効果が得られたが，吸水性の低下が顕著

に見られた.ハミングとハミングフレアは共通の柔

軟成分(エステルアミド型ジアルキルアンモニウム

塩)が使われており，この成分が吸水性を低下させ

る一因となっていると思われる.ハミングフレアは，

さらにシリコーンが配合されており，図 1に示した

『やわらかさ』の官能評価の結果からも，ハミング

よりも優れた柔軟効果が得られることが分かつた.

レノア(柔軟成分:エステル型ジアルキルアンモ

ニウム塩)は，吸湿性は処理を重ねることによりや

や低下する傾向が見られたが，吸水性は高いことが

分かつた.剛軟性の実験では繰り返し処理をするこ

とでやわらかさが減少したが，官能評価で、はハミン

グと同程度の評価が得られた.処理による吸水性の

低下は見られず，柔軟効果も得られるため，バラン

スのとれた柔軟剤だと言える.

洗剤と一体型の柔軟剤入り洗剤であるボールド

(柔軟成分:スメクタイト)は，処理を重ねること

で吸湿性はやや低下するものの，吸水性は高く，処

理回数が増えることで吸水性はさらに大きくなるこ

とが分かつた.剛軟性の実験では繰り返し処理する

ことでやわらかさが減少し，官能評価では4柔軟剤

のうち最も評価が低くなった.吸水性は低下しない

が柔軟効果はほとんど得られないことが分かる.こ

れは，柔軟成分に起因するものではなく，柔軟処理

の方法によるものと思われる.

柔軟成分によりそれぞれ特徴があるため，洗濯物

の種類や好みによって柔軟剤を選択することで，柔

軟剤をより有意義に使用できると考える.
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図 1.官能評価(やわらかさ)


